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<論文内容の要旨 > 
大村はま（1906～2005）は、戦前・戦中・戦後を通じての５０年以上にわたる教鞭実績を
有する国語科教師・国語教育研究者である。本研究は、大村の単元（ユニット）学習を分析
対象として、その教育理論および教育実践の基底となっている構成原理を、３つの視点から
明らかにすることを課題としている。３つの視点とは「教師の学び」、「ことば」観、「カリ
キュラム意識」であり、これらの視点に対応して、本研究は大きく３部より構成されている。
各部の論述内容は以下のとおりである。 
第 1 部「「教師の学び」と単元学習」では、大村の単元学習の生成・確立・展開過程が分
析された。その際に用いた分析の枠組みは、第３世代活動理論において理論化された「拡張
的学習」論である。この枠組みを用いることで、大村の単元学習の生成・確立・展開過程を、
エンゲストロームの述べる「いまだここにないもの」として説明し得る、新しい教育実践の
構成過程であると明示し、また、その過程は、教師の「拡張的学習」であることを論じた。
この議論によって、大村の単元学習創出の歩みに、新たな教育実践の創出に必要な理論的条
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件を析出することを課題とした。 
第 2 部「「ことば」観と単元学習」では、単元学習においてその方法でもあり対象（教育
内容）でもある「ことば」について、大村がどのように理解していたかを分析した。そこに
見出すことのできたのは、「関係論的な「ことば」観」である。その第一の特徴は、高次の
傾向性として特徴付けられる、聞き、話し、読み、書くという４つの連続した言語行為の捉
え方である。第二の特徴は、「人」との関係において「ことば」が捉えられるという発想で
ある。第三の特徴は、「ことば」の学びを、「ことば」の意味連関のネットワークづくりとし
て捉える大村の発想である。大村の「関係論的な「ことば」観」は、「ことば」を用いた言
語行為同士の関係、「ことば」と人との関係、そして「ことば」と「ことば」との関係とい
う 3つの関係性として、その特徴を示すことができるものである。大村の「関係論的な「こ
とば」観」を問うこうした作業は、大村の単元学習論を教育目的論的、および知識論的な視
点から分析することなのである。 
第 3 部「「カリキュラム意識」と単元学習」では、本研究を通じての独自の理論として提
起された「カリキュラム意識」概念の明確化を図るために、教育目的論、教育空間論、そし
て教材論の視点から単元学習を分析することを試みた。教育目的論の視点から「言語生活の
指導」という大村の目的論を再分析し、そこで明らかとなったのは、「言語生活の指導」と
いう目的が、村井実が述べる「過程像志向の教育目的」として解釈できるという点である。
「過程像志向」の特徴は、その都度に実現される状態が「連続する非連続」として構造性を
持っていることにある。大村の単元学習は、この「連続する非連続」として描出される「言
語生活の指導」という目的論的構造に支えられていることが明らかとなった。次いで、教育
空間論の視点から大村の単元学習に見られる「実の場」概念の分析を行った。「実の場」と
は、ことばの学びを実際の社会現実との関係を保つ形で実現する教育空間を意味している。
つまり、ただ単に、学習活動に現実性を持たせる「学習の生活化」を目指すのではなく、「生
活の学習化」という視点も併せ持つことで、単元学習という教育現実におけることばの学び
と、社会現実におけることばの使用の相互浸透性を、「実の場」という教育空間に確保しよ
うとしたのである。そして、教材論の視点からは大村の単元学習の教材化の原理を分析した。
得られた成果として、「「実践の目的」―「教師の認識」―「素材」―「子どもの学びの状態」」
の４つの項の関係を基盤とし、その関係の中で「教材」が構成されるという、教育関係の「五
項モデル」を理論化することができた。さらに、「実践の目的」が個々の単元における「単
元の目的」と単元学習全体を通して見出される「単元学習の目的（言語生活の指導）」の二
層構造をなしていることを析出し、それを基にして単元学習の「実践の連続体モデル」を示
した。このモデルに埋め込まれた形で作用しているのが、教師の視点からカリキュラムを捉
えたときに見出される「カリキュラム意識」なのである。 
以上のような本研究で到達した「カリキュラム意識」概念とは、教師の持つ教育目的や採
るべき教育方法、取り上げるべき教育内容が教育実践という活動においてどのような構造的
矛盾を生み出し、それを克服することを試みることがどのような新たな教育実践を生み出す
ことになるのかを意識している状態のことである。大村の単元学習では、この「カリキュラ
ム意識」によって、その教育目的論、教育空間論、教材論が単元学習という教育実践に結実
教 7 
 
していた。そしてまた、この「カリキュラム意識」によって、現在ではその外延がきわめて
広範に及んでいる「子どもの学びの経験の総体」として示される「カリキュラム」に、教師
の視点から関係することもできるのである。 
 以上が、本研究でその解明を目指した大村の単元学習論の構成原理である。これらの原理
は、大村の単元学習の内容論的ないしは方法論的な枠組みを超えて、新たな教育実践を生み
出すための理論的資源と十分になり得るものである。そうであるならば、本研究の意義もま
た、大村の単元学習論の構成原理を解明することを出発点としつつ、そこを超えてさらに新
たな教育実践の創出に貢献し得る理論を生み出していくことにつながるであろうことにあ
ると言える。 
 
 
< 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 > 
戦前・戦中・戦後を通じて半世紀以上の教鞭実績を有する国語科教師であった大村はまの
単元学習論については、これまで、主として国語科教育の枠内で数々の先行研究が蓄積され
てきた。しかし、それらの研究は、国語科という教育実践の内容論的ないし方法論的解明の
研究にその射程が限定されている傾向にあり、それゆえに、大村の単元学習論の全体構造や
それが持つ教育学的意義が十分に解明されてきているとは言いがたい状況にある。より具体
的には、次の 2点の課題を先行研究は抱えている。第一に、大村が構成してきた単元学習と
いう教育形態の原理がいまだに解明されていないということである。本来、単元学習という
教育形態は、その内容論的ないし方法論的特徴を超えて、教育目的論や教育空間論といった
原理的観点の問いも包含して成立している。しかし、これまでの研究では、この点が十分に
焦点化されておらず、大村の単元学習が持つこれらの原理的諸特徴が十分に解明されてはこ
なかった。第二に、大村の単元学習の構成過程が潜在的に有している新たな教育実践を創出
するための理論的な発想が、また十分に析出されていないということである。大村の単元学
習は、それ以前の様々な教育理論や実践に触発されつつ構成されてきた教育実践なのである。
この実践の構成に至る過程は、単元学習という新たな教育実践の地平が、大村という一人の
国語科教師の学びを基にして創出されてきた事態として捉えることができるものである。そ
うであるならば、大村の単元学習の構成過程を精緻に分析することを通して、それに伴う教
師の学び論と新たな教育実践の創出という事態への原理的な究明もなされるはずなのであ
る。 
こうした研究状況にあって、本研究が、これまでの先行研究が国語科の教育実践の枠内に
止まっていたことで十分に問われずにきた大村の単元学習の構成過程について、原理的ない
し哲学的視点からそれを俯瞰的に問い直すことを課題としたことは高く評価することがで
きる。こうした課題の独自の究明により本研究が析出した「カリキュラム意識」概念によっ
て、大村の単元学習という教育実践は結実したのである。一国語教師大村はまの単元学習を
超える新たな教育実践を創出するためには、この「カリキュラム意識（教師の学び）」概念
のさらなる精緻化がそこになお求められるとしても、現時点における本研究の学術的価値は
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いささかも損なわれてはいないし、今後の研究の展開にも寄与するものである。 
よって、本論文は博士（教育学）の学位論文として合格と認める。 
